
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 408 

令和 5 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 高校情報ⅠPython（実教） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この授業は、LAN 教室でのコンピュータを使った実習形式（座学含む）で授業を行います。 

・授業で配布するプリントに書き込む形式で進めることもあります。 

・授業前後に教科書のページをよく読んでおいてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・他者との効果的で健全なコミュニケーションの実現,コンピュータやデータの活用について理解

を深め技能を習得するとともに、情報社会と人とのかかわりについて理解を深めるようにする。 

・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、個人的な問題から社会的な問題の発見・解決に向

けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

・情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

効果的なコミュニケーシ

ョンの実現、コンピュータ

やデータの活用について理

解し、技能を身につけてい

るとともに、情報社会と人

との関わりについて理解し

ている。 

 事象を情報とその結び付き

の視点から捉え、問題の発

見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に用い

ている。 

情報社会との関わりについ

て考えながら、問題の発見・

解決に向けて主体的に情報と

情報技術を活用し、グループ

ワーク等を通じて他者とのか

かわりの中で自らを評価し改

善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

通
年 

第
１
章 

情
報
社
会 

第１節 情報と情報社会 

 

第２節 問題解決の考え方 

 

第３節 法規による安全対

策 

 

第４節 個人情報とその扱

い 

 

第５節 知的財産権と産業

財産権 

 

第６節 著作権 

 

 

 

a:情報とデータの違いについて理解

している。情報の特性について理解し

ている。メディアの 3 つの特性とそ

れぞれのメリット・デメリットについ

て理解している。メディアが人や社会

に果たす役割と及ぼす影響について

理解している。問題を発見する技能を

身につけている。問題解決の一連の流

れにおいて，それぞれの過程で必要に

なることを理解している。問題解決の

流れについて理解している。情報や情

報技術を活用して問題を発見・解決す

る技能を身につけている。情報社会に

おける著作権侵害について理解して

いる。情報や情報技術を活用して問題

を発見・解決する技能を身につけてい

る。知的財産権，産業財産権，著作権

について理解している。著作物と著作

権について理解している。著作権者の

権利を守りながら著作物を利用する

ための方法について理解している。個

人情報とは何かを理解している。個人

情報保護法について理解している。サ

イバー犯罪の 3 分類について理解で

きる。適切なパスワードの設定につい

て理解できる。サイバー犯罪の 3 分

類について理解できる。さまざまな事

例・事件についての問題点や対処法を

理解できる。マルウェアが侵入してし

まう原因について理解できる。マルウ

ェアが起こす問題や対処法について

理解できる。ソーシャルメディアとは

何か，ソーシャルメディアにはどのよ

うな特徴があるか理解できる。ソーシ

ャルメディアのメリットついて理解

している。ソーシャルメディアで気を

つけることについて理解している。セ

ンサ技術やビッグデータ解析によっ

授業プリ

ント 

ファイル 

定 期 考

査 

発表 

ファイル 

定期考

査 

振り返り

シート 

行動観

察 
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て AIやロボットの技術が支えられて

いることを理解できる。Society 5.0

を支える技術について理解できる。

Society 1.0 から 5.0 への社会の変遷

について理解できる。 

b: 情報の特性を観点に分けて考える

ことができる。具体的な特性を理由と

ともに説明できる。目的や状況に応じ

て，適切なメディアを選択することが

できる。理由とともにメディアの捉え

方を説明することができる。目的や状

況に応じて，問題を発見・解決する方

法について考えることができる。目的

や状況に応じて，情報を適切に活用し

て問題を発見し，解決のためのアイデ

アについて考えることができる。目的

や状況に応じて，情報と情報技術を適

切かつ効果的に活用して問題を発

見・解決する方法について考えること

ができる。情報社会において個人の果

たす役割や責任，情報モラルなどにつ

いて，それらの背景を科学的に捉え，

考えることができる。情報と情報技術

の適切かつ効果的な活用と望ましい

情報社会の構築について考えること

ができる。情報に関する法規や制度及

びマナーの意義，情報社会において個

人の果たす役割や責任，情報モラルな

どについて，それらの背景を科学的に

捉え，考えることができる。情報に関

する法規や制度及びマナーの意義，情

報社会において個人の果たす役割や

責任，情報モラルなどについて，それ

らの背景を科学的に捉え，考えること

ができる。個人を特定できる情報とは

何か説明できる。個人情報を提供すべ

き場面とそうでない場面を判断でき

る。アカウントの乗っ取りにあった場

合，その後どのような影響があるか考

えることができる。フィッシングメー

ルと疑われるメールが届いた場合,ど

のように行動すればよいか判断でき

る。情報セキュリティを確保するため

の個人の取り組みについて考えるこ
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とができる。架空請求，ワンクリック

詐欺，フィッシング詐欺を誘導する手

法を理解し，適切に判断できる。日々

の生活の中でソーシャルメディアに

どのように関わっているか理解でき

る。 

ソーシャルメディアでのトラブルを

理解し，その原因の分析と解決をする

ことができる。ソーシャルメディアで

のやり取りですれ違いや誤解が起き

る場面が判断できる。ソーシャルメデ

ィアに発信する情報について，受け取

り側の気持ちになって情報発信する

ことができる。他者や自分の個人情報

やプライバシーに配慮して情報発信

できる。利用のルールや健康に配慮し

てソーシャルメディアを活用できる。

AI やロボットが私たちの生活に及ぼ

す影響について調べることができる。

AI やロボットを活用する場面，そう

でない場面を判断することができる。

情報デザインやプログラミング，デー

タサイエンスの学びが Society 5.0 の

どの部分と関連するか判断できる。社

会の要請と技術が調和する場面を想

定し，価値創造型の問題解決ができ

る。 

 

c:情報の特性が果たす意義や，留意点

に気づき，情報と情報技術を適切かつ

効果的に活用しようとしている。メデ

ィアの特性が果たす意義や，留意点に

気づき，情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用しようとしている。問題の

発見・解決について主体的に取り組も

うとしている。解決する過程や解決案

を改善しようとしている。情報社会に

おける問題の発見・解決に，情報と情

報技術を適切かつ効果的に活用しよ

うとしている。また，自己調整しなが

ら，解決する過程や解決案を自ら評価

し改善しようとしている。情報モラル

に配慮し情報社会に主体的に参画し

ようとしている。情報モラルに配慮し
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て情報社会に主体的に参画しようと

している。情報モラルに配慮して情報

社会に主体的に参画しようとしてい

る。情報モラルに配慮して情報社会に

主体的に参画しようとしている。個人

情報保護法の重要性と意義について

理解し，自分だけでなく他者の個人 

情報の取り扱いにも配慮して行動し

ようとしている。情報社会の進展に伴

う，サイバー犯罪などの問題に対し，

当事者意識を持って対策をしたり，対

応したりしようとしている。情報セキ

ュリティを確保するために，個人がす

べきことについて取り組もうとして

いる。不正なソフトウェアや財産を狙

う犯罪について理解を深め，情報機器

や情報通信ネットワークを安全に利

用しようとしている。他者の個人情報

やプライバシー，人権を尊重してソー

シャルメディアを利用しようとして

いる。健康に配慮して，ソーシャルメ

ディアの適切な活用をしようとして

いる。情報発信の際に気をつけるべき

ことに配慮して，望ましいソーシャル

メディアの利用を心がけようとして

いる。情報社会を構成する 1 人とし

て責任ある情報発信をしようとして

いる。AI やロボットのメリットやデ

メリットを理解し，どのように活用す

ることで，わたしたちの生活を豊かに

できるか考えようとしている。

Society 5.0 で求められる学びについ

て理解し，意欲的に学ぼうとしてい

る。 
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第
２
章 

情
報
社
会
の
問
題
解
決 

第７節 コミュニケーション

とメディア 

 

第８節 情報デザインと表

現の工夫・プレゼンテーシ

ョン 

 

第９節 Web ページと情報

デザイン 

 

 

a:情報とデータの違いについて理解

している。情報の特性について理解し

ている。メディアの 3 つの特性とそれ

ぞれのメリット・デメリットについて

理解している。メディアが人や社会に

果たす役割と及ぼす影響について理

解している。問題を発見する技能を身

につけている。問題解決の一連の流れ

において，それぞれの過程で必要にな

ることを理解している。問題解決の流

れについて理解している。情報や情報

技術を活用して問題を発見・解決する

技能を身につけている。情報社会にお

ける著作権侵害について理解してい

る。情報や情報技術を活用して問題を

発見・解決する技能を身につけてい

る。知的財産権，産業財産権，著作権

について理解している。著作物と著作

権について理解している。著作権者の

権利を守りながら著作物を利用する

ための方法について理解している。個

人情報とは何かを理解している。個人

情報保護法について理解している。サ

イバー犯罪の 3 分類について理解で

きる。適切なパスワードの設定につい

て理解できる。サイバー犯罪の 3分類

について理解できる。さまざまな事

例・事件についての問題点や対処法を

理解できる。マルウェアが侵入してし

まう原因について理解できる。マルウ

ェアが起こす問題や対処法について

理解できる。ソーシャルメディアとは

何か，ソーシャルメディアにはどのよ

うな特徴があるか理解できる。ソーシ

ャルメディアのメリットついて理解

している。ソーシャルメディアで気を

つけることについて理解している。セ

ンサ技術やビッグデータ解析によっ

て AI やロボットの技術が支えられて

いることを理解できる。Society 5.0

を支える技術について理解できる。

Society 1.0 から 5.0 への社会の変遷

について理解できる。 

授業プリ

ント 

ファイル 

定 期 考

査 

発表 

ファイル 

定期考

査 

振り返り

シート 

行動観

察 
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 b: 情報の特性を観点に分けて考える

ことができる。具体的な特性を理由と

ともに説明できる。目的や状況に応じ

て，適切なメディアを選択することが

できる。理由とともにメディアの捉え

方を説明することができる。目的や状

況に応じて，問題を発見・解決する方

法について考えることができる。目的

や状況に応じて，情報を適切に活用し

て問題を発見し，解決のためのアイデ

アについて考えることができる。目的

や状況に応じて，情報と情報技術を適

切かつ効果的に活用して問題を発

見・解決する方法について考えること

ができる。情報社会において個人の果

たす役割や責任，情報モラルなどにつ

いて，それらの背景を科学的に捉え，

考えることができる。情報と情報技術

の適切かつ効果的な活用と望ましい

情報社会の構築について考えること

ができる。情報に関する法規や制度及

びマナーの意義，情報社会において個

人の果たす役割や責任，情報モラルな

どについて，それらの背景を科学的に

捉え，考えることができる。情報に関

する法規や制度及びマナーの意義，情

報社会において個人の果たす役割や

責任，情報モラルなどについて，それ

らの背景を科学的に捉え，考えること

ができる。個人を特定できる情報とは

何か説明できる。個人情報を提供すべ

き場面とそうでない場面を判断でき

る。アカウントの乗っ取りにあった場

合，その後どのような影響があるか考

えることができる。フィッシングメー

ルと疑われるメールが届いた場合,ど

のように行動すればよいか判断でき

る。情報セキュリティを確保するため

の個人の取り組みについて考えるこ

とができる。架空請求，ワンクリック

詐欺，フィッシング詐欺を誘導する手

法を理解し，適切に判断できる。日々

の生活の中でソーシャルメディアに

どのように関わっているか理解でき

る。 
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 ソーシャルメディアでのトラブルを

理解し，その原因の分析と解決をする

ことができる。ソーシャルメディアで

のやり取りですれ違いや誤解が起き

る場面が判断できる。ソーシャルメデ

ィアに発信する情報について，受け取

り側の気持ちになって情報発信する

ことができる。他者や自分の個人情報

やプライバシーに配慮して情報発信

できる。利用のルールや健康に配慮し

てソーシャルメディアを活用できる。

AI やロボットが私たちの生活に及ぼ

す影響について調べることができる。

AI やロボットを活用する場面，そう

でない場面を判断することができる。

情報デザインやプログラミング，デー

タサイエンスの学びが Society 5.0 の

どの部分と関連するか判断できる。社

会の要請と技術が調和する場面を想

定し，価値創造型の問題解決ができ

る。 

 

c:情報の特性が果たす意義や，留意点

に気づき，情報と情報技術を適切かつ

効果的に活用しようとしている。メデ

ィアの特性が果たす意義や，留意点に

気づき，情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用しようとしている。問題の

発見・解決について主体的に取り組も

うとしている。解決する過程や解決案

を改善しようとしている。情報社会に

おける問題の発見・解決に，情報と情

報技術を適切かつ効果的に活用しよ

うとしている。また，自己調整しなが

ら，解決する過程や解決案を自ら評価

し改善しようとしている。情報モラル

に配慮し情報社会に主体的に参画し

ようとしている。情報モラルに配慮し

て情報社会に主体的に参画しようと

している。情報モラルに配慮して情報

社会に主体的に参画しようとしてい

る。情報モラルに配慮して情報社会に

主体的に参画しようとしている。個人

情報保護法の重要性と意義について

理解し，自分だけでなく他者の個人 
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 情報の取り扱いにも配慮して行動し

ようとしている。情報社会の進展に伴

う，サイバー犯罪などの問題に対し，

当事者意識を持って対策をしたり，対

応したりしようとしている。情報セキ

ュリティを確保するために，個人がす

べきことについて取り組もうとして

いる。不正なソフトウェアや財産を狙

う犯罪について理解を深め，情報機器

や情報通信ネットワークを安全に利

用しようとしている。他者の個人情報

やプライバシー，人権を尊重してソー

シャルメディアを利用しようとして

いる。健康に配慮して，ソーシャルメ

ディアの適切な活用をしようとして

いる。情報発信の際に気をつけるべき

ことに配慮して，望ましいソーシャル

メディアの利用を心がけようとして

いる。情報社会を構成する 1 人とし

て責任ある情報発信をしようとして

いる。AI やロボットのメリットやデ

メリットを理解し，どのように活用す

ることで，わたしたちの生活を豊かに

できるか考えようとしている。

Society 5.0 で求められる学びについ

て理解し，意欲的に学ぼうとしてい

る。 
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第
３
章 

デ
ジ
タ
ル 

第 10 節 デジタル情報の

特徴 

第 11 節 数値と文字の表

現 

 

第 12 節 演算のしくのみ 

 

第 13 節 音の表現 

 

第 14 節 画像の表現 

 

第 15 節 コンピュータの構

成と動作 

 

第 16 節 コンピュータの性

能・データの圧縮と効率化 

 

a: コンピュータの構成要素やデータ

の制御，データの流れを理解してい

る。ソフトウェアの種類と，OS の役

割について理解している。CPU のしく

みとその役割について理解している。

メインメモリの役割について理解し

ている。各論理回路のしくみについて

理解している。論理回路を組み合わせ

たものから自分で真理値表を作成す

る技能を身につけている。2 進法の表

現方法について理解している。・2の

補数の考え方について理解している。

浮動小数点数の考え方について理解

している。アルゴリズムの意味やプロ

グラムとの関係を理解している。アル

ゴリズムの効率性の意味を理解して

いる。アルゴリズムの基本構造につい

て理解している。アルゴリズムを表現

する図や表について理解している。プ

ログラムの構成要素である変数，デー

タ型，演算の意味や種類を理解してい

る。プログラムの構成要素である関

数，ライブラリ，API について理解し

ている。プログラムとデータの関係に

ついて理解している。データ構造，配

列について理解している。プログラミ

ングによってコンピュータを活用す

る技能を身につけている。乱数につい

て理解している。プログラミングによ

ってコンピュータを活用する技能を

身につけている。2次元配列について

理解している。データの交換方法につ

いて理解している。データの並べ替え

方法について理解している。ユーザ定

義関数について理解している。社会や

自然などにおける事象をモデル化す

る方法について理解している。モデル

化とシミュレーションの手順につい

て理解している。モデル化とシミュレ

ーションの手順について理解し，モデ

ルを使ってシミュレーションを行う

技能を身につけている。モデル化とシ

ミュレーションの手順について理解

し，モデルを使ってシミュレーション

を行う技能を身につけている。シミュ

レーションを通してモデルを評価し

改善する方法について理解している。 

b:コンピュータを構成する各装置と

データの流れと制御の流れを表現し，

授業プリ

ント 

ファイル 

定 期 考

査 

発表 

ファイル 

定期考

査 

振り返り

シート 

行動観

察 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 b:メディアが発達したことにより，便

利になったことと課題について考え

ることができる。インターネットの特

性を踏まえ，情報発信時に誹謗中傷や

人権に配慮できているか判断できる。

情報の信憑性を判断し，内容の正しさ

の見極めができる。目的に応じたメデ

ィアの選択ができる。通信が高速化し

たことにより，どのようなことができ

るようになったか考えることができ

る。情報格差の問題点について考える

ことができる。自分の発信する情報が

どこまで影響があるか考え，適切に発

信することができる。アナログとデジ

タルのそれぞれの利点と欠点につい

て考えることができる。ビットマップ

フォントとアウトラインフォントの

違いについて考えることができる。自

分でつくったデータを圧縮し，他者が

つくった圧縮データを展開すること

ができる。サンプリング周波数や量子

化ビット数が変化すると，音がどうな

るか説明することができる。解像度や

階調を変えると，何がどのように変わ

るか説明することができる。フレーム

内圧縮とフレーム間圧縮のデータ量

の違いを説明することができる。フレ

ームレートが増えると見え方がどう

変わるか説明できる。これまで学んだ

デジタル化や圧縮のしくみを説明で

きる。音，画像，動画のデータの特性

に応じた適切な計算式を判断できる。

アートと情報デザインの違いを考え

ることができる。情報デザインの考え

をもとに，伝えたい情報を表現するこ

とができる。身近な問題を考え，表現

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 c:メディアの種類を振り返り，自らの

学習を調整しようとしている。メディ

アが発達したことにより生じた課題

について，主体的に考えようとしてい

る。普段使っているコミュニケーショ

ン手段について，その特性を積極的に

考えようとしている。実際の事例を積

極的に調べ，考えを深めようとしてい

る。5G の普及により実現されるサー

ビスの調査に粘り強く取り組み，考え

を深めようとしている。情報格差の問

題点，解消するアイデアについて考え

ようとしている。スマートフォンなど

の利用について考え，理解を深めよう

としている。ソーシャルメディアの公

開設定を確認し，理解しようとしてい

る。アナログとデジタルのデータを扱

う身近なものを積極的に探し，理解を

深めようとしている。文字のエンコー

ディングやデコーディングについて，

興味を持って課題に取り組もうとし

ている。圧縮と展開の活動に積極的に

取り組み，理解しようとしている。自

分のコンピュータやスマートフォン

に入っている音を積極的に探し理解

を深めようとしている。ディスプレイ

がどのようなしくみで画像を表示し

ているか，積極的に調べようとしてい

る。撮影した写真を連続して表示し，

その内容から動画のしくみを理解し

ようとしている。データを求める計算

に積極的に参加している。情報デザイ

ンの力で問題解決に取り組もうとし

ている。グループの話し合いに積極的

に関与しようとしている。問題を自分

事として考えようとしている。要件定

義の話し合いに積極的に関与しよう

としている。ラフをつくる際に，積極

的にアイディアを出し，他者の意見を

尊重しながら問題を解決しようとし

ている。評価，改善の取り組みの重要

性を理解し，より良いものをつくろう

としている。実際の運用に積極的に関

わろうとしている。グループの協働作

業に積極的に関与しようとしている。 

   



 

※令和４年度以降入学生用 

 

第
４
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

第17節 ネットワークとプロ

トコル 

 

第 18 節 インターネットの

仕組み 

 

第 19 節 Web ページの閲

覧とメールの送受信 

 

第 20 節 情報システム 

 

第 21 節 情報システムを

支えるデータベース 

 

第 22 節 データベースの

仕組み 

 

第 23 節 個人による安全

対策 

 

第 24 節 安全のための情

報技術 

a: 機器どうしを情報通信ネットワークで

接続するしくみを理解している。情報通

信ネットワークを構成する要素とその役

割を理解している。無線 LAN と有線

LAN の接続形態について理解してい

る。プロトコルのしくみについて理解して

いる。IP の役割と IP アドレスについて理

解している。TCP と UDP，HTTP の役割

について理解している。ドメイン名と

DNS，電子メールのプロトコルについて

理解している。情報セキュリティに求め

られる 3 つの要素について理解してい

る。認証技術，OSやアプリのアップデー

トの必要性を理解し，適切に使用・実行

する技能を身につけている。 

共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式に

ついて理解している。デジタル署名や

デジタル証明書，通信されるデータを

暗号化するプロトコルのしくみとその必

要性について理解している。身のまわり

にある情報システムについて理解して

いる。データベースとは何か，またその

メリットについて理解している。DBMS の

役割を理解し必要性について意識して

いる。データ分析の手順について理解

している。データの収集についてさまざ

まな方法があることを理解している。量

的データ，質的データの違いについて

理解している。数値データの分析手法

について理解している。テキストデータ

の処理方法について理解している。

Web サービスを利用しないテキストデー

タの分析方法について理解している。

オープンデータを取得し，データ分析し

やすいよう加工する技能を身につけて

いる。問題解決のための手段に応じた

表現をする技能を身につけている。 
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※令和４年度以降入学生用 

 

 

第
５
章 

問
題
解
決 

 

第 25 節 データの収集と

整理 

 

第 26 節 ソフトウェアを利

用したデータの処理 

 

第 27 節 統計量とデータ

の尺度 

 

第 28 節 時系列分析と回

帰分析 

 

第 29 節 モデル化とシミュ

レーション 

 

b: 目的や状況に応じて，情報通信ネッ

トワークにおける構成要素を選択するこ

とができる。 

有線 LAN と無線 LAN を状況によって使

い分け，小規模なネットワークを設計す

ることができる。コンピュータネットワーク

でどのように情報がやり取りされている

か説明することができる。Webブラウザと

Web サーバのやり取りを説明できる。電

子メールのしくみを説明できる。認証技

術のしくみを知り，適切な使用を判断で

きる。ファイアウォールにおけるパケット

フィルタリングの機能について説明でき

る。共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式

の違いや，それぞれのしくみを説明する

ことができる。公衆無線 LAN や Web ブ

ラウザの危険を予測でき，安全・安心に

利用するか，場合によっては利用しない

選択ができる。情報システムを構成する

技術が，各種分野で利用されていること

を考えられる。未来の情報システムにつ

いて具体的にイメージできる。各情報シ

ステムから得られる情報について調査

し，どのような分野に応用されるか考え

ることができる。データモデルの違いを

考え，データモデルの種類に応じて設

計できる。DBMS の種類について長所・

短所をまとめられる。非構造化データが

実際に利用されている例がまとめられ

る。データ収集方法によるメリット，デメリ

ットを判断し，適切な方法で実習のため

のデータ収集ができる。データ分析に

必要なオープンデータをインターネット

から取得し，データ分析が行いやすい

ようデータの整理ができる。身のまわり

のデータを分類することができる。表計

算ソフトウェアを利用して数値データを

分析・表現することができる。適切な処

理結果を得るため，どのようにデータク

レンジングすればよいか考えることがで

きる。テキストマイニングの結果からデー

タの特徴を抽出できる。データ分析の

結果から読み取れる情報を判断でき

る。解決策を発表し合い，お互いの意

見を盛り込んだ内容に改善できる。他

者に効果的に伝達できるように表現す

ることができる。 

   



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

第
６
章 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

第 30 節 アルゴリズムとプ

ログラミング 

 

第 31 節 プログラミングの

基本 

 

第 32 節 配列 

 

第 33 節 関数 

 

第34節 探索のプログラム 

 

第35節 整列のプログラム 

c:情報通信ネットワークに興味を持

ち，主体的に活用しようとしている。

情報通信ネットワークを適切かつ効

果的に活用しようとしている。情報の

科学的な見方考え方を働かせて，情報

通信ネットワークのしくみを理解し

ようとしている。情報通信ネットワー

クを使うときに，目的や方法に応じて

使用されているプロトコルやドメイ

ン名を理解しながら活用しようとし

ている。パソコンやスマートフォンの

OS やアプリを最新の状態に保ち，安

全に使用しようとしている。情報セキ

ュリティの科学的な理解に努め，情報

通信ネットワークを適切に活用しよ

うとしている。情報セキュリティに配

慮して，情報社会に主体的に参画しよ

うとしている。 

現状活用している情報システムを知

ることで，普段気づいていない情報シ

ステムについても主体的に調べよう

としている。未来の情報システムを想

像しようとしている。本授業で扱う調

査内容について理解し，主体的に調査

に取り組んでいる。情報システムで

DBMS が利用されている活用例を，主

体的に調べている。 

データの収集や整理に粘り強く取り

組み，試行錯誤を通じて改善しようと

している。数値データの分析は身のま

わりのどのような場面で活用されて

いるか，観察しようとしている。因果

関係や相関関係のあるデータに注目

し，そのような関係性がなぜ導き出さ

れるのか考えようとしている。実際の

テキストデータから特徴を抽出しよ

うと試行錯誤し，改善しようとしてい

る。地域の問題の現状を分析しようと

している。問題解決のための協働作業

に，積極的に参画しようとしている。 

   

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 


